
環境経営方針 

≪環境経営理念≫ 

当社は、産業廃棄物中間処理業（飼料化）及び養豚業を通じて食品リサイクル・ループの実現、そしてその継続を目標としており、

環境に直結した事業活動の中で最も現実的に循環型社会を構築できる取組であると確信しております。 

また、グループ会社による養豚業によって一次産業の発展、食品自給率の向上に貢献できるものと考えております。 

当社は、これらの取組によって更なる環境保全の継続に努めていく事を宣言します。 

≪環境保全への行動指針≫ 

  当社は環境経営理念に基づく事業活動により環境に与える影響を考慮し、以下の環境保全活動を推進します。 

 1．事業活動を行う上で、CO₂の削減・廃棄物の抑制・公害防止を考慮し、推進します。 

 ２．環境関連法規等・条例及び、当社が同意するその他の要求事項を厳守します。 

 ３．地域密着型の事業活動を行うとともに、地域の環境保全に貢献できるように努めます。 

 ４．廃棄物の３R（原料・再利用・再生利用）を推進します。 

 ５．電力・化石燃料の使用に伴う、二酸化炭素排出の削減に努めます。 

 ６．適正な利用により水使用量の削減に努めます。 

 ７．老朽設備の更新に努めます。  

 ８．全従業員に、環境経営方針の周知徹底を図る。 

≪環境活動重要４項目≫ 

★省エネルギーの推進（電力及び燃料使用量の削減） 

★省資源（水道及び紙使用量の削減） 

★廃棄物の排出抑制と適正処理 

★グリーン購入の推進 


